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議 事 日 程（１月定例会） 

 

日程第１ １２月定例会会議録承認について  

日程第２ 議案第１号 高松市高等学校等入学準備金貸付選考委員会委員の委嘱ま

たは任命について 

 

日程第３ 議案第２号 高松市奨学生選考委員会委員の委嘱または任命について  

日程第４ 報告事項   

 １ 平成２５年度高松市立小・中学校教職員永年勤続者に対する感謝状

贈呈式の開催について 

 

 ２ 平成２５年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査の結果の考察と

今後の対策について 

 



 

【平成２６年１月２３日（木） 議 事 内 容】 

 

午前９時３０分 開会 

 

委員長が，会議録の署名委員に児玉委員を指名。 

 

日程第１ １２月定例会会議録承認について 

 

委員長が，１２月定例会会議録承認について各委員に諮り，原案のとおり可決。 

 

 

 

日程第２ 議案第１号 

日程第３ 議案第２号 

議案第１号 「高松市高等学校等入学準備金貸付選考委員会委員の委嘱または任命に

ついて」 

議案第２号 「高松市奨学生選考委員会委員の委嘱または任命について」 

 

学校教育課長から，平成２６年２月１日付けで高松市高等学校等入学準備金貸付選考委

員会委員および高松市奨学生選考委員会委員の委嘱または任命を行うことについて一

括して説明。 

 

＜質疑＞ 

○ 委  員  金額は決まっているのでしょうか。 

○ 学校教育課長  はい。 

○ 委 員 長  いくらですか。 

○ 教 育 長  高等学校等入学準備金の貸付けについては，国公立学校の場合は１０万円

以内，私立学校の場合は２５万円以内です。返済方法としては，入学後，６か月据

え置きの後，国公立学校の場合は２５か月以内，私立学校の場合は５０か月以内の



 

割賦弁済で，利子は無利子です。奨学金については，一人月額９，０００円です。 

 

委員長が，各委員に諮り，原案のとおり可決。 

 

 

 

日程第４ 報告事項 

報告事項１ 「平成２５年度高松市立小・中学校教職員永年勤続者に対する感謝状贈

呈式の開催について」 

 

学校教育課長から，平成２５年度高松市立小・中学校教職員永年勤続者に対する感謝状

贈呈式の開催について説明。 

 

＜質疑＞ 

○ 教 育 長  ３１年や３２年の人がいますが，３０年の時に表彰されなかった理由は何

でしょうか。 

○ 学校教育課長  育児休業や休職していた期間があるからです。 

○ 委  員  教育委員会事務局で勤務していた期間も含めているのでしょうか。 

○ 学校教育課長  はい，含めます。 

○ 教 育 長  数年前から県教委や他市町で勤務していた期間も含めるようになりました。 

 

 

 

報告事項２ 「平成２５年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査の結果の考察と今

後の対策について」 

 

保健体育課長から，平成２５年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査の結果の考察

と今後の対策について報告。 

 



 

＜質疑＞ 

○ 委 員 長  朝食の摂取については想像よりも多いと感じました。 

○ 教 育 長  質問の聞き方や解釈の仕方によって，結果が変わってくると思われ，なか

なか難しい調査であるとは思います。 

○ 委 員 長  学校がある日のうちで朝食を取った日を数えるというのでも良いかもしれ

ません。 

○ 保健体育課長  逆に毎日食べないという方が正確なのかも知れませんが，それも解釈

次第であり，そういう意味では調査がしにくいと言えます。 

○ 委 員 長  朝食を取らないと具体的にはどんな影響を及ぼすのでしょうか。 

○ 保健体育課長  朝食を取らないと体温が上がらず，朝食を取った方が，学習や運動に

おいて，活動力が上がるとの統計を取った校長がいました。 

○ 委 員 長  現場としては，朝食を取らないと活動力が鈍いという感覚を持っているの

ですね。 

○ 保健体育課長  体温を上げるために，朝，走っている学校もあると聞いたことがあり

ます。 

○ 教 育 長  きちんとした統計があるわけではありませんが，生活指導上も，朝食を取

らない子は不安定であると耳にします。機会を見つけては保護者への啓発を行って

いますが，なかなか徹底できません。また，中二女子の毎日食べない割合が全国や

県より高い方が問題かもしれません。 

○ 委  員  本来は家庭での話ではありますが，様々な事情で親が作ることができず，

朝食を食べない子供が増えてくるのではないかと思っています。中学生ならば自分

で料理もできると思うので，徐々にでもそういう支援を中学校で始めなければなら

ない状況になってくるのではないかと感じています。 

○ 教 育 長  中学生にもなれば自分で準備をするということも必要かもしれません。 

○ 委  員  朝食の摂取をマイ・ランチの日に繋げることができれば，マイ・ランチの

日も活きてくると思います。 

○ 教 育 長  逆に，社会教育委員会議では，朝作れないのであれば，前日の夜に作り置

きするぐらいを親がしなければならないという意見もありました。 

○ 委  員  理想はそうかもしれません。 



 

○ 委 員 長  家庭科の授業で，自活するという視点は入っているのでしょうか。 

○ 学校教育課長  調理実習はしていますが，実生活で活用できるかどうかは家庭の協力

も必要だと思います。マイ・ランチの日でも，保護者の協力を得ながら，成長に応

じて，段階を踏んで難易度を上げていっていますが，それが，マイ・ランチの日に

限られているか，実生活での経験でマイ・ランチの日に取組んでいるかはそれぞれ

の家庭によると思います。 

○ 教 育 長  自分で栄養を考えながら食事を作れる状態が理想だとは思います。 

○ 委  員  ファーストフードが普及している現代で，子供の食に関する関心はどうな

のでしょうか。 

○ 委  員  何を食べても同じという感覚を持っていると思います。既に親がそういう

世代だから子供もそうなってしまうのは，仕方がないかもしれません。 

○ 委  員  朝食を毎日食べない理由は分かっていますか。 

○ 教 育 長  国の一斉調査であり，理由は不明ですが，踏み込んで調査をしたいところ

ではあります。 

○ 委  員  影響として，全国学力・学習状況調査で詳しい分析結果があったように思

います。 

○ 生涯学習課長  朝食を取るのと取らないのとで，国語・算数および理科の学力に差が

ありました。 

○ 委  員  小学１年生の時に，一週間，食べた朝食を書かすというのがあって，親と

しては，どんな物を食べたか一目で分かりました。朝食を食べていない子供をどう

やって食べるようにするかという視点で考えて，各学年そういった表を作らせて，

朝食を食べさせないことは恥ずかしいことだと親に認識させるというのはどうでし

ょうか。以前，個人面談の時に伝えていくという意見も出ましたが，全保護者に伝

えるのは時間的に厳しいと思います。子供は全員食べたいと思いますので，朝食を

食べさせなければいけないというふうに親の意識を変えなければならないと思いま

す。親に対する入学後の啓発方法を考えると色々な意見が出ると思いますので，色々

と試してみるのも良いと思います。 

○ 生涯学習課長  実は来年度に，チェックシートを配布し，朝食を取ったかどうか一週

間，書いてもらうという新しい事業を行う予定で，新年度４月から早寝早起き朝ご



 

はんという意識づけをしたいと思っています。現在その問いは，○×方式を考えて

いましたが，先ほど話が出ましたので，朝食を取らない理由を記入できるかどうか

再検討したいと思います。 

○ 委  員  食は命に直結しますので，そういう意味での生きる力を身に付けさせるの

も必要だと思います。それと保護者への啓発を並行して実施していくのが良いと思

います。毎日食べている人からすれば当たり前のことではありますが，やはり食べ

たいのに食べられない子供はかわいそうだと思います。 

○ 教 育 長  話を聞いてほしい保護者に話をする機会が入学後にあまりないという課題

があります。何か良い案はありませんか。 

○ 委  員  以前，個人面談の時はどうかと意見が出たかと思います。それで実際に話

をした現場の先生がどれだけいたかが問題だと思います。 

○ 委  員  チェックシートについては，子供も見栄で書くこともあると思いますので，

家庭訪問の時も啓発の良い機会だと思います。 

○ 委  員  家庭訪問の時というのは確かに良いと思います。 

○ 委  員  大人を変えるのは難しいことですが，子供が親のご飯を作ることで，親の

意識が変わったことがあります。また，ＰＴＡでおにぎりを作って配ったこともあ

ります。それで初めて朝食の喜びを知った子供もいましたし，荒れていた学校の雰

囲気も少し落ち着きました。何かをやろうという熱意は，子供にも伝わるのではな

いかと思います。 

○ 委  員  やはり親の意識を変えるしかないのではないでしょうか。 

○ 委  員  それで子供が親に朝食を作ってほしいと言って，朝食を取る家庭が実際に

増えました。様々な方法を考えて，動く人を探せば，何らか変化が起きると思いま

す。 

○ 教 育 長  生涯学習課においては，作成しているパンフレットの内容を徹底させる手

段を考える必要があると思います。また，朝食を取っていない子供が多い学校には，

講じる策について啓発をしていく必要があると思います。 

 

 

午前１０時２６分 閉会 



 

 

 

議決事項 

「高松市高等学校等入学準備金貸付選考委員会委員の委嘱または任命について」 

「高松市奨学生選考委員会委員の委嘱または任命について」 

 


